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東
日
本
大
震
災
に
端
を
発

し
た
福
島
原
発
の
事
故
で
放

射
能
へ
の
警
戒
感
は
日
に
日

に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
被

災
地
は
こ
れ
か
ら
夏
を

迎
え
、
避
難
生
活
は
一

層
厳
し
く
な
り
ま
す
。

議
会
も
行
政
と
連
携

し
、
早
期
復
興
に
向
け

支
援
を
続
け
る
所
存
で

す
。

　

原
発
事
故
で
今
夏
は

電
力
供
給
が
需
要
に
追

い
つ
か
ず
電
力
不
足
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

を
上
げ
る
な
ど
、
家
庭
に
お

い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
節
電
対

策
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
６
月

定
例
会
も
節
電
対
策
の
一
環

で
例
年
よ
り
約　

日
早
め
て

１０

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
本
定
例

会
で
は
、
議
員
定
数
を　

人
２２

に
す
る
条
例
改
正
案
な
ど　
２０

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
定

数
削
減
で
議
員
に
か
か
る
負

荷
は
増
大
し
ま
す
が
、

よ
り
一
層
の
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
市
民

の
信
託
に
応
え
な
け
れ

ば
と
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
市
で
は
、
え

び
な
発
・
５
万
世
帯
節

電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
こ

の
夏
実
施
し
ま
す
。
７

月
か
ら
９
月
ま
で
の
期

間
、
前
年
同
月
の
電
気

使
用
量
を　

パ
ー
セ
ン
ト
削

１５

減
達
成
し
た
ご
家
庭
に
姉
妹

都
市
の
宮
城
県
白
石
市
の
物

産
を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
夏
は
楽
し
く
節
電
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

節
電
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
よ
う

　

問
：
上
郷
三
丁
目
と
下
今
泉

一
丁
目
の
市
道　

号
線
（
リ
コ

６２

ー
・
日
立
前
の
市
道
）
延
伸
計

画
に
つ
い
て
は
、
防
災
対
策
の

一
環
と
し
て
も
早
急
に
対
応
し

て
欲
し
い
事
業
と
考
え
ま
す
が
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺

い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
市
道　

号
線

６２

延
伸
整
備
事
業
は
、
下
今
泉
か

ら
上
郷
の
生
活
道
路
に
流
入
し

て
い
る
相
模
川
沿
い
の
通
過
交

通
対
策
と
し
て
「
さ
が
み
縦
貫

道
路
関
連
道
路
整
備
事
業
」
に

位
置
付
け　

年
度
か
ら
取
り
組

１７

ん
で
い
る
も
の
で
す
。
現
在
、

権
利
者
と
用
地
買
収
の
交
渉
中

で
す
が
、
複
数
の
建
物
が
移
転

対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
権
利
関

係
を
含
め
慎
重
に
進
め
る
と
と

も
に
、
予
算
状
況
を
み
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

　

答
（
建
設
部
長
）
：
現
在
、

測
量
調
査
、
鳩
川
新
設
橋
り
ょ

う
の
予
備
設
計
を
終
え
て
い
ま

す
。
架
橋
に
は
河
川
管
理
者
の

神
奈
川
県
の
許
可
が
必
要
で
、

一
級
河
川
へ
の
架
橋
新
設
は
都

市
計
画
道
路
な
ど
政
策
的
に
位

置
付
け
ら
れ
た
道
路
に
許
可
す

る
と
い
う
県
の
基
本
方
針
に
合

わ
ず
協
議
が
長
期
化
し
ま
し
た

が
、　

年
度
に
事
前
協
議
が
整

２１

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
道
路
整
備
は
、
移
転
対
象

と
な
る
建
物
が
複
数
あ
る
た
め
、

同
時
に
移
転
交
渉
を
進
め
る
こ

と
が
難
し
く
、
市
道　

号
線
を

１７

挟
ん
で
、県
道
側
を
１
期
工
区
、

鳩
川
新
設
橋
り
ょ
う
側
を
２
期

工
区
と
工
区
を
分
け
て
取
り
組

み
、
現
在
は
県
道
側
か
ら
用
地

買
収
に
向
け
た
交
渉
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

全
区
間
の
完
成
目
標
を　

年
２７

と
し
、
権
利
者
と
慎
重
な
交
渉

を
踏
ま
え
、
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

　

問
：
海
老
名
駅
西
口
開
発
に

つ
い
て「
ら
ら
ぽ
ー
と
海
老
名
」

の
進
出
が
発
表
さ
れ
、
駅
間
地

区
も
、
線
引
き
見
直
し
に
よ
り

市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
る
な

ど
、
数
年
後
の
海
老
名
駅
周
辺

は
県
央
地
区
の
交
通
結
節
点
と

し
て
魅
力
的
で
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
が
完
成
す
る
も
の
と
期
待

す
る
が
、
こ
の
開
発
が
市
域
全

体
の
発
展
に
ど
う
寄
与
す
る
の

か
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

問
：
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
に
よ
り
自
立
を
目
指
し

た
在
宅
中
心
の
施
策
へ
と
政
策

転
換
し
、
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
が
、
実
態
は
重
度
の
障
が
い

者
ほ
ど
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
少
な
く
、
障
が
い
者
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
在
宅
生
活
が
可

能
と
な
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
重
度
障
が
い
者

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。
併
せ
て
、
社
家
に
開

設
し
た
わ
か
ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
の
地
域
交
流
に
つ

い
て
、
計
画
し
て
い
る
事
業
を

伺
い
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
：

重
度
障
が
い
者
に
は
、
障
が
い

の
特
性
と
程
度
に
違
い
が
あ
る

た
め
支
援
方
法
に
難
し
さ
が
あ

り
ま
す
が
、
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
要
望
が
多
か
っ
た
寝

た
姿
勢
で
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
な
ど
支
援
充
実
を
図

り
ま
す
。
加
え
て
、　

年
度
か

２３

ら
は
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
わ
か

ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
豊

か
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

問
：
海
老
名
中
央
公
園
地
下

駐
車
場
の
駐
車
料
金
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
の
利
益
の
一
部
を

「
収
益
分
配
金
」
と
し
て
市
に

納
付
し
て
い
ま
す
が
、
駐
車
料

金
の
上
限
料
金
制
の
ス
タ
ー
ト

時
間
を
午
前
５
時
に
２
時
間
繰

り
上
げ
て
、
そ
の
収
益
分
配
金

を
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。　

答
（
建
設
部
長
）
：
海
老
名

中
央
公
園
地
下
駐
車
場
は
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
経
費
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

駐
車
料
金
は
、　

年
度
か
ら

２１

利
用
料
金
制
を
採
用
し
、
指
定

管
理
者
の
収
入
と
な
っ
て
お
り
、

当
初
計
画
以
上
の
収
入
が
あ
っ

た
場
合
、
超
過
分
２
分
の
１
を

増
額
す
る
な
ど
、
収
入
の
一
部

を
納
付
金
と
し
て
市
に
納
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
設
定
に
つ
い
て

は
、
周
辺
駐
車
場
の
金
額
や
営

業
時
間
を
調
査
し
、
条
例
で
規

定
し
て
い
る
料
金
の
範
囲
内
で

指
定
管
理
者
が
市
の
承
認
を
得

て
決
定
し
て
い
る
た
め
、
適
正

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く　

年
度
か
ら

２１

始
発
時
間
と
終
電
時
間
を
考
慮

し
て
、
利
用
時
間
を
午
前
５
時

か
ら
翌
日
の
午
前
１
時
ま
で
と

し
、
４
時
間
の
利
用
時
間
延
長

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

問
：
西
口
区
画
整
理
や
駅
間

地
区
の
開
発
が
完
了
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
新
た
に
保
育
需
要
の

発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
預
け
る
側
、
預
か
る
側
双
方

に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
よ
り
よ

い
保
育
が
期
待
で
き
る
認
可
保

育
園
の
設
置
を
促
進
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
市
で
は
、
待

機
児
童
解
消
策
と
し
て
、
認
可

保
育
園
新
規
設
置
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
：

ご
指
摘
の
と
お
り
、
海
老
名
駅

周
辺
の
開
発
が
本
格
化
す
る
こ

と
に
よ
り
保
育
需
要
は
高
ま
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
新
た
な

保
育
園
が
必
要
に
な
る
と
思
い

　

問
：
今
回
の
震
災
で
自
閉
症

児
・
者
は
地
域
や
福
祉
避
難
所

で
過
ご
す
こ
と
が
難
し
く
、
自

家
用
車
内
で
過
ご
す
な
ど
避
難

所
難
民
に
な
り
ま
し
た
。
災
害

時
に
お
い
て
避
難
所
で
過
ご
す

こ
と
が
困
難
な
障
が
い
児
・
者

へ
の
市
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
は
、

障
が
い
者
団
体
の
代
表
者
と
被

災
地
に
出
向
き
、
聴
き
取
り
調

査
の
上
、
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
震
災
を

教
訓
に
災
害
弱
者
名
簿
を
ど
う

活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題

も
あ
る
が
、
も
う
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

答
（
保
健
福
祉
部
長
）
：
今

回
の
震
災
を
教
訓
に
学
識
経
験

者
や
当
事
者
家
族
を
交
え
た
意

見
交
換
を
行
い
、
被
災
地
で
の

調
査
研
究
を
踏
ま
え　

月
に
開

１２

催
の
「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
２
０
１
１
」
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

答
（
市
長
）
：
ま
ち
づ
く
り

は
将
来
を
見
据
え
た
中
で
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
が
予
測
さ
れ
ま
す
が

市
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は

鉄
道
・
自
動
車
交
通
の
結
節
点

で
あ
る
本
市
が
持
つ
潜
在
能
力

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

「
今
」
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

ま
す
。
継
続
的
な
取
り
組
み
で

若
い
世
代
の
流
入
や
優
良
企
業

の
誘
致
が
可
能
と
な
り
、市
の
発

展
も
持
続
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

海
政
会　

山
口　

良
樹

市
道　

号
線
延
伸
計
画
の

６２

　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

日
本
共
産
党　

重
田　

保
明

４
つ
目
の「
温
水
プ
ー
ル
」

は
い
ら
な
い

民
主
・
み
ん
な
・
無
所
属
ク
ラ
ブ　

外
村　

昭

地
下
駐
車
場
上
限
料
金
制

　
　
　

時
間
繰
り
上
げ
を

新
政
海
ク
ラ
ブ　

木
下　

雅
實

重
度
障
が
い
者
へ
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

公
明
党　

鈴
木　

輝
男

海
老
名
駅
周
辺
整
備
の

　
　
　
　
　
　
　

効
果
は

新
政
海
ク
ラ
ブ　

氏
家　

康
太

認
可
保
育
園
の

　
　
　
　
　

設
置
促
進
は

ま
す
。
国
の
補
助
制
度
と
市
独

自
の
支
援
を
有
効
的
に
活
用
し
、

開
発
区
域
内
外
に
お
け
る
認
可

保
育
園
の
開
設
を
誘
導
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

問
：
市
民
活
動
支
援
施
設
に

健
康
増
進
の
た
め
の
「
屋
内
温

水
プ
ー
ル
」
を
建
設
す
る
計
画

が
あ
る
が
、
諮
問
し
た
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
の
構
成
メ
ン
バ

ー
は
、　

名
の
う
ち
７
名
が
ス

１０

ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
代
表
者
で

占
め
ら
れ
、
結
果
は
見
え
て
い

ま
し
た
。
今
あ
る
温
水
プ
ー
ル

の
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
、
体

育
館
内
に
体
を
鍛
え
る
器
具
が

あ
る
こ
と
か
ら
新
た
に
プ
ー
ル

建
設
の
必
要
は
な
い
と
考
え
ま

す
が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
わ
が
国
は
、

世
界
に
類
の
な
い
早
さ
で
高
齢

社
会
を
迎
え
て
お
り
、
健
康
や

介
護
と
い
う
問
題
は
さ
ら
に
重

要
と
な
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま

る
と
予
測
で
き
ま
す
。
新
た
に

整
備
す
る
屋
内
プ
ー
ル
は
、
市

民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

お
り
、
既
存
の
屋
内
プ
ー
ル
整

備
の
考
え
方
と
は
全
く
異
な
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

無
会
派　

奥
村　

正
憲

災
害
時
の
障
が
い
児
・
者

へ
の
対
応
策
は

延伸計画のある市道６２号線




